
第 203 回東葛しぜん自然観察会 

夕涼み観察会 ホタル・コウモリ・星・・・ 

渋谷 孝子(流山市) 

日時：2025年 7月 19日 17：45～20：15 

場所：流山市初石公民館～大畔の森   参加者：12組、27名(うち子ども 12名) 

参加指導員：川瀬、木村、河野、渋谷、鈴木と、鈴木護、長谷川、林眞、藤田、三嶋、三角 

里山ボランティア流山(里ボ)協力者：大木、佐藤晃、佐藤那、三木 

 

流山市大畔の森のホタルを見る観察会は昨年に続き 2 回目。今年

は河野さんの若い力を頼ってチラシを作成し、SNS発信し、Googleフ

ォームでの受付に挑戦しました。高齢者もスマホを持つ時代、大きな

混乱もなく 58名の応募があり、抽選後詳しいお知らせを連絡するこ

とが出来ました。服装や持ち物の注意などがたくさんあったので、昨

年の電話対応の煩雑さ不確実さを考えると、一度にメール発信出来

てとても良かったでした。 

当日はそこそこ暑いが、ほどよい風が吹き、雷の心配もない、薄雲

のあいだから青空も見え、絶好のホタル・星観察日和！ 短い座学で

「ホタルは何の仲間かな？」では意外と甲虫以外のカメムシとかカ

ゲロウとかにも手が上がった。「コウモリの超音波を聞ける機械を持って来たよ」「今日期待

できる一番星は牛飼い座のアルクトゥルス。」など予備知識バッチリで、イザ森へ出発。 

途中の住宅地の中の道では分水嶺となっている微地形（かすかな上り下り）を感じ、大畔

の谷津に下りて原っぱで虫捕り、夕焼雲の空にはオニヤンマ、ツバメのシルエットが・・・。

お弁当タイムを終えて台地上の中学校の敷地に上がるとアブラコウモリの飛ぶ姿が間近に

見え、ガガガ・・・とバッドディテクターが鳴りました。 

暗くなってきて「蜜をあげるから花粉を運んでね」と咲いたカラスウリの花、「誰が蜜を

吸いに来るのかな？」紫外線ライトを当てると真ん中がひときわ強く光りました。きっと暗

くても蛾には蜜のありかがよく見えるのでしょう。 

いよいよクライマックスのホタル観賞では 50 以上のホタルの光を見ることができ、皆さ

ん存分に楽しんだ様子で、ホタルを初めて見た方も少なくなかったようでした。「子ども時

代を思い出した」「ディズニーのティンカーベルみた

いだった」「我が家からほど近いのに、こんな地形でこ

んな景色が見られる場所があったのですね」とも。子

どもたちはバッタやコオロギやカブトムシを捕まえ

たりカミキリムシに逃げられたり、クワガタに手を挟

まれたりコウモリを追いかけたり、と貴重な体験をし

たようで、良い観察会になったと思います。 

暑い中、応援参加してくださった東葛しぜん・里ボ 

のメンバーの皆様、ありがとうございました。 サトイモの葉に水滴をかけてロータス効果の実

験 


